
サンゴをまもり、生物多様な豊かな海をまもる

日南海岸サンゴ群集保全協議会



宮崎県日南市･串間市 日南海岸

・日南海岸は、宮崎県南部の海岸線の総称で国定公園に指定。
・青島や堀切峠、鵜戸神宮、都井岬など風光明媚な様々な観光
スポットが点在。

・海岸周辺には、造礁サンゴやソフトコーラルの群集が広がる
海域があり、その景観の美しさから1970年に国内初の海中公
園地区の一つとして指定されている。

・スクーバ潜水も盛んである一方で、水産資源の増殖・維持に
も重要。

串間市観光物産協会HP



イセエビは日南海岸
の主要な漁業対象種

イセエビはテーブルサン
ゴを隠れ家にしている。



・主要なサンゴの分布域：
日南市大島、串間市築島、都井岬西岸海域

・分布するサンゴ：
造礁性イシサンゴ類と共生藻を持つ暖海性
ソフトコーラルが多い

・特徴的なサンゴ：
九州以北で3番目に大きいコブハマサンゴや、
宮崎固有種のコノハウイアザミ（ソフト
コーラル）など貴重な種もある。

日南海岸 サンゴの現状

ソフトコーラル群集 コノハナウミアザミ巨大ハマサンゴ



日南市大島

造礁サンゴとソフトコーラルの種類が宮崎一

ソフトコーラル

イシサンゴ



・1987年のヒメシロレイシガイダマシの大量発
生およびその後のオニヒトデの大量発生によ
り壊滅的な被害を受けた。

日南海岸 サンゴの危機

その保全は喫緊の課題

なんとかし
なきゃ！

・その後サンゴはかなり回復したのだが、
2011年（H23）にオニヒトデ大量発生が都井岬沿岸で突如確認
され、多くのサンゴが被害を受けた。



日南海岸サンゴ群集保全協議会の設立

・オニヒトデ大量発生を受け、串間市や宮崎大が被害状況の調査
とその駆除を開始した。また、その調査の際に、都井岬西岸
でテーブルサンゴの大群落が偶然発見され、メディアで扱わ
れるなど地域の話題になり、サンゴ保全の機運が高まっ
た・・・そして

平成25年「日南海岸サンゴ群集保全協議会」発足

活動組織

ﾀﾞｲﾊﾞｰ
協  会

漁 協
漁業者

宮崎県 観 光
協 会

日南市
串間市

大 学

活動のための支援事業

平成２５年度～令和０２年度

生物多様性保全推進支援事業（環境省）

令和０３年度～

水産多面的機能発揮対策事業（水産庁）



都井岬沖にある九州最大級の約９ヘクタールの
テーブルサンゴ群集



・活動当初の方針は、大量発生するオニヒトデを徹底的に駆除
し、サンゴへの被害を極力抑えることであった。

・その結果、2011年度(H23)当初1,000kgを超えてた駆除量が9
年後の2020年度(H2) までに232kgまで減少させることができ
た。

・オニヒトデ分布状況をみると、2015年(H27) 頃から都井岬か
ら築島や大島周辺海域に移行している。

活動の方針 サンゴをまもり、多様な海をまもる
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令和3年度からの活動方針（水産多面的事業）

○ オニヒトデの駆除

・オニヒトデの生息密度が高い大島周辺海域を主体に駆除活動展
開し、サンゴの食害を抑制する。

○ モニタリング

・現在サンゴの食害が多い大島周辺海域においては、ライントラ
ンセクト法を用いてサンゴの被度を調査し、その生息･成育状
況を詳細に把握する。

・他海域は、目視による簡易な調査で、サンゴの生息・成育状況
を監視する。

○ 啓発活動

・日南海岸のサンゴをテーマに、地先の海やそこで暮らす生き物
の魅力や価値を伝え、それを保全する心を育む。



・活動：11～2月の期間に6～8回実施。なお、夏場はダイバー
協会のメンバーが繁忙期のため組織による活動はできないが、
案内時等にオニヒトデが確認されたら随時駆除している。

・体制：ダイバー協会のメンバーと宮崎大学の学生（研究室や
ダイビングサークル）、また漁業者が船頭として参加（事前
に漁協と情報を共有）。

・駆除の方法：スクーバ潜水で①長い鈎棒を使ってオニヒトデ
を採取し、②網袋（オニヒトデに刺されないよう口紐を長め
にしてる）に入れ、③船に水揚げし、④処分。

・処分：地元の農家がひきとり、肥料として利用している。

活動実績 オニヒトデ駆除



活動当初（2011年）

令和3年（2021年） 令和4年（2022年）平成30年（2018年）



・当該事業で主に活動を行ってきた大島周辺海域におけるオニ
ヒトデ駆除量は、大量発生していた2018年度（H30）の
321kgから昨年2022年度(R4)は47kgと大きく減少した。

活動の成果：オニヒトデ駆除
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・大島周辺海域での調査は、原則、冬季に実施。

・体制：ダイバー協会のメンバーと宮崎大学の教員および学生。

・方法：ライントランセクト法（測線50mｘ2本を2地点）。
観察方法や被度の算出方法は、リーフチェックの方法による
ものと、ライン上に出現した全サンゴの被度を測定する方法。

・大島周辺海域以外の調査は、目視によるサンゴの種組成とオ
ニヒトデによる被害の有無の確認。

活動実績 モニタリング



活動の成果：モニタリング

・当該事業をキッカケに開始したモニタリング調査において
サンゴの被度がほぼ50％で推移していることが判明。

今後、造礁サンゴが増加するかどうかを注視していく。

被度（％） 2021 2022

造礁サンゴ 7.5 7.1

ソフトコーラル 46.9 43.1

全体 54.4 50.2

一地点の2021年と2022年の比較



日南市 串間市

科　Family 属　genus 種 species 大島 都井岬沖

ミドリイシ科　Acroporidae ミドリイシ属　Acropora クシハダミドリイシ A. hyacinthus 〇 〇

ニホンミドリイシ A. japonica 〇 〇

ニホンミドリイシ類似種 A. aff. japonica 〇

スゲミドリイシ A. nana 〇

ヤスリミドリイシ A. robusta 〇

ミドリイシ A. solitaryensis 〇 〇

ホソエダミドリイシ A. valida 〇

コシバミドリイシ A. willisae 〇

エンタクミドリイシ A. sp. ENTAKU 〇 〇

アワサンゴ属　Alveopora アワサンゴ類 A. spp. 〇

アナサンゴ属　Astreopora アナサンゴ類 A. spp. 〇

ニオウミドリイシ属　Isopora ヒラニオウミドリイシ I. aff. cuneata 〇 〇

コモンサンゴ属　Montipora ウネイボコモンサンゴ M. cf. undata

コモンサンゴ類 M. spp. 〇 〇

ハマサンゴ科　Poritidae ハマサンゴ属　Porites フタマタハマサンゴ P. heronensis 〇

フカアナハマサンゴ P. lobata 〇

ハマサンゴ類 P.  spp. 〇

ハナガササンゴ属　Goniopora キクメハナガササンゴ G. djiboutiensis 〇

ハナガササンゴ類 G. spp. 〇 〇

キサンゴ科　Dendrophylliidae スリバチサンゴ属　Turbinaria スリバチサンゴ T. mesenterina 〇 〇

オオスリバチサンゴ T. peltata 〇 〇

ヒラフキサンゴ科　Agariciidae シコロサンゴ属　Pavona シコロサンゴ P. decussata 〇

ヒラシコロサンゴ P. explanulata 〇

ヒラフキサンゴ属　Gardineroseris ヒラフキサンゴ G. planulata 〇

センベイサンゴ属　Leptoceris アバタセンベイサイサンゴ L. mycetoseroides 〇

リュウモンサンゴ属　Pachyseris リュウモンサンゴ P. speciosa 〇

ハナサンゴ科　Euphyllidae オオナガレハナサンゴ属　Catalaphyllia オオナガレハナサンゴ C.  jardinei 〇

ハナガササンゴ属　Euphyllia ナガレハナサンゴ E. ancora 〇

アザミサンゴ属　Galaxea アザミサンゴ G. fascicularis 〇

ハナヤサイサンゴ科　Pocilloporidae エダサンゴ属　Madracis カービーエダサンゴ M. kirbyi 〇

ハナヤサイサンゴ属　Pocillopora ハナヤサイサンゴ P. damicornis 〇 〇

ムカシサンゴ属　Stylocoeniella ムカシサンゴ S. guentheri 〇

ショウガサンゴ属　Stylophora ショウガサンゴ S. pistillata 〇

アミメサンゴ科　Psammocoridae アミメサンゴ属　Psammocora ベルベットサンゴ P. albopicta 〇 〇

ヤスリサンゴ科　Coscinaraidae ヤスリサンゴ属　Coscinaraea ヤスリサンゴ C. columna 〇

クサビライシ科　Fungiidae マンジュウイシ属　Cycloseris マンジュウイシモドキ C. tenuis 〇

カワラサンゴ属　Lithophyllon カワラサンゴ L. undulatum 〇

ヤエヤマカワラサンゴ属　Podabacia ヤエヤマカワラサンゴ P. crustacea  〇

コマルキクメイシ科　Plesiastreidae コマルキクメイシ属　Plesiastrea コマルキクメイシ P. versipora 〇 〇

オオトゲサンゴ科　Lobophylliidae オオトゲキクメイシ属　Acanthastrea ヒラタオオトゲキクメイシ A. hemprichii 〇 〇

キッカサンゴ属　Echinophyllia キッカサンゴ E. aspera 〇

Homophyllia オオトゲキクメイシ H. bowerbanki 〇

ハナガタサンゴ属　Lobophyllia ヒロクチダイノウサンゴ L. agaricia 〇

オオハナガタサンゴ L. hemprichii 〇

ダイノウサンゴ L. radians 〇

ホソダイノウサンゴ L. recta

アマクサオオトゲキクメイシ属　Micromussa アマクサオオトゲキクメイシ M. amakusensis 〇 〇

サザナミサンゴ科　Merulinidae マルキクメイシ属　Astrea マルキクメイシ A. curta 〇

パリカメノコキクメイシ属　Coelastrea パリカメノコキクメイシ C. aspera 〇 〇

トゲキクメイシ属　Cyphastrea トゲキクメイシ類 C. spp. 〇 〇

キクメイシ属　Dipsastrea キクメイシ D. speciosa 〇 〇

オオカメノコキクメイシ類似種 D. sp. 〇

キクメイシ類 D. spp. 〇 〇

カメノコキクメイシ属　Favites ゴカクキクメイシ F. pentagona 〇 〇

タカクキクメイシ F. valenciennesi 〇 〇

イボサンゴ属　Hydnophora イボサンゴ H. exesa 〇 〇

サザナミサンゴ属　Merulina サザナミサンゴ M. ampliata 〇

ウスカミサンゴ属　Mycedium ウスカミサンゴ M. elephantotus 〇

オオナガレサンゴ属　Oulophyllia オオナガレサンゴ O. crispa 〇 〇

ウネカメノコキクメイシ属　Paragoniastrea ウネカメノコキクメイシ P. australensis 〇

ミダレカメノコキクメイシ P. deformis 〇

ヘンゲカメノコキクメイシ P. sp. HENGE 〇 〇

ウミバラ属　Physophyllia ウミバラ P. ayleni 〇

ノウサンゴ属　Platygyra ミダレノウサンゴ P. contorta 〇

ヒラノウサンゴ P. daedalea 〇

所属科未定　Incertae sedis オオタバサンゴ属　Blastomussa オオタバサンゴ B. vivida 〇

ルリサンゴ属　Leptastrea ルリサンゴ L. purpurea 〇

13 44 67 62 26

造礁サンゴの種組成調査

日南市大島 13科44属62種
都井岬沖 8科17属26種



・小学4～6年生を対象に、「子どもサンゴスノーケル体験」を
秋季（10月）に開催。

・体制：日南海岸サンゴ群集保全協議会

・定員制（20名程度：保護者同伴）で、昨年度はチラシ（市内
の学校に配布）、今年度は市のＨＰや協議会のＳＮＳ（イン
スタ）で募集。

・体験会のプログラムは、①座学（サンゴの話や安全指導）、
②スノーケル観察会、③浜掃除。

・移動時のライフジャケット、観察会時のウェットスーツやス
ノーケル等は無料でレンタル。保護者は船上、子どもたちは
ダイバー協会のインストラクターや大学生等に見守られなが
ら観察。

活動実績 啓 発 活 動 １

子どもサンゴスノーケル体験の開催



活動当初（2011年）



・一般市民を対象に、日南海岸のサンゴをテーマとする写真の
展示会を開催。

・体制：日南海岸サンゴ群集保全協議会

・市内にあるモールで開催。また、今年度は、宮崎県立総合博
物館で開催された特別展「黒潮はくぶつかん」においてもサ
ンゴの写真展示を実施。

・展示会は、常時接客対応できる体制が組めないことから、設
営と撤収のみ。

・観覧したお客さんの反応や感想を聞くために、アンケート調
査を行うためのサイトをつくり、そのＱＲコードを展示物と
一緒に提示するなどの工夫。

サンゴをテーマとする展示会の開催

活動実績 啓 発 活 動 ２



活動当初（2011年）





・写真展のアンケートでは、「美しい！」、「きれい！」、「ダイビ
ングしたい！」といった意見が多く寄せられた。

・また、サンゴと生き物の環境を守りたいか質問したところ、全ての
人が「とてもそう思う」「そう思う」と回答してくれた。

・宮崎の身近な海の魅力、価値、また保全活動の大切さが確実に伝
わっていると感じている。
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Q．写真展で感じたこと？
％

92%
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とてもそう思う

そう思う

どちらともいえない

あまり思わない

思わない

Q サンゴと生き物の環境を守りたい？

テレビで見るような世界が日
南にもあるのだと思いました。
素敵です。

こんな素敵な生き物がいるの
に驚きました。この環境を守
る方法をもっと知りたい！

こんなキレイな海のなかを、
たくさんの人に知って欲しい
です。

陸の上からはみられない貴
重な生物の世界を見せても
らった。ありがとう！

オニヒトデの駆除が大変だと
良く分かりました。ありがと
うございます！

ありがとうございました。保
護活動を応援しています！！



・定期的な監視と駆除の継続
（大量発生を抑制する上でも活動の継続が重要）

・サンゴ保全に従事できるダイバーの育成
（従事者の高齢化のため、学生を巻き込む取組を継続。
＝＞後継者を育成）

・普及啓発活動や環境教育活動を実施
（子供を含めた地域住民や漁業者への啓蒙）

今後の課題と方針
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